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ミュージシャン職種

譜面を読みピアノを弾くことができるようになることを目的としている。簡単なバッキングや弾き語りで
演奏できるようにする。ピアノを弾けるようになることによって読譜や音符リズム、コードの構成、ルー
トやベース音のことが理解できるようになり、各自の専攻の上達にもつなげる。ピアノを演奏するために
は思うように指が動くことが必要となってくるので、左右の指の１本１本に自由度を得る事を必要であ
る。

授業概要

本科目はグレード対応科目となっており、１年次後期はグレード６〜１０に準処して授業が進行する。指
を独立させて動かせるようにする。正しいフォームで弾くようにすること。到達目標は楽器のセッティン
グやPAへの接続と音出しについても一人でできるようになること。ピアノの弾き語りができるようになる
ことを目指す。

到達目標

慣れない指を動かしすぎて痛めてしまわないように留意しながらウォーミングアップとしてゆっくりした
テンポから徐々に上げていく。そして高音記号と低音記号の「音符の玉」と鍵盤の位置が素早く一致する
ようにできるだけ多くの譜面を読む。両手でタイミングがずれないように気をつけながら練習する。コー
ドネームを見ながらコードバッキングをテンポキープしてを弾く練習に移る。

授業方法

試験30%、小テスト10%、実技50%、平常点10%

成績評価方法

楽器への対応のためにヘッドフォンジャックから標準ジャックへの変換プラグを各自用意すること。キャ
リア形成の観点から、授業中の私語や受講態度には厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。
授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める（詳し
くは、最初の授業で説明）。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができな
い。

履修上の注意

配布プリント

教科書教材

有

実習種別

回数 授業計画

第１回

グレード６に対応。♯系メジャースケール。Gメジャー、Dメジャー、Aメジャー
キーを両手で弾くことができる。

第２回

グレード６に対応。♭系メジャースケール。Fメジャー、B♭メジャー、E♭メ
ジャーキーを両手で弾くことができる。

第３回

グレード７対応。出したい音色を選び、PAに接続し音を調整して出すことができ
る。
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第４回

楽器を一人でセッティングし、PAに接続し音を出せる。その音でCを除く３種類の
メジャースケールを弾ける。

第５回

グレード８対応。コード譜を見て、コード進行がスムーズに弾けるようになる。

第６回

グレード８対応。コード譜を読み、リズムをつけながら弾くことができるように
なる。

第７回

グレード８対応。コード譜を読み、リズムをつけテンポをキープしながら弾くこ
とができる。

第８回

グレード８対応。コード譜を読み、テンポ120＝８分音符で演奏することができる
ようになる。

第９回

グレード９対応。コードの転回形を理解して、弾けるようになる。

第１０回

グレード９対応。分数コードの表記と意味を理解して弾くことができる。

第１１回

転回形、分数コードを含むコード進行の譜面を見ながらテンポ120＝８分音符で
キープして弾くことができる。

第１２回

グレード１０に対応。３コードを理解して演奏することができる。

第１３回

グレード１０に対応。３つ以上のコードを使いコード進行を自作できる。

第１４回

グレード１０に対応。３つ以上のコードを使いコード進行を自作できる。

第１５回

グレード１０に対応。コード進行を自作し、それを演奏することができる。
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